























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開 催 報 告
編集後記
　池上先生の巻頭寄稿にもある通り、昨年9月、根本敏行先生が急逝されました。秋のお
彼岸の時季、前号Vol.24の編集作業が佳境の頃。初めてお会いしたのは、先生が本学に
赴任された2004年4月、爾来12年半、様々な話題に関わる知的で刺激的なトークを通
じて、実に多くの教えを頂きました。私と同じ感慨は本学の多くの人が抱くところでしょ
う。さらに私自身は先生との共同研究の機会を得、公開セミナーでは講堂のステージに並
んで登壇させて頂いたことも･･･。副学長として、また「創造都市・浜松」の秀逸なブ
レーンとして、その御姿は余りにも鮮やかで、「この問題、根本先生ならば何と言われる
か」と自問する日々は今も続いています。先生から以前頂いた「研究者、日日是研究」の
言葉を明日のSUAC&浜松・静岡を創造する活動に必ず繋げる、“根本ロス”をまだまだ引
き摺る年度末の決意です。（St.）
文化芸術セミナーを開催
○「美術と音楽の西洋史　後編」
講師：立入正之（芸術文化学科・美術）、上山典子（芸術文化学科・音楽）
　昨年開催された前編（「ルネサンス」「バロック」「新古典主義・古典派」）に引き続く後編が下記の通り開催された。
本学教員の立入正之（美術）、上山典子（音楽）による講義に引き続き、各様式のピアノ作品が演奏された。
第1回「ロマン主義・ロマン派」ピアノ：石井園子　2016年10月26日
第2回「印象派・印象主義」　　 ピアノ：原田麻里　2016年11月  9日
第3回「現代美術・現代音楽」　 ピアノ：大井浩明　2016年11月16日
（会場：静岡文化芸術大学講堂）
○「浜松　楽器の事典　トランペット編」
　演奏：菊本和昭（トランペット）　新居由佳梨（ピアノ）
　
　2014年度に「ピアノ編」で始まった「楽器の事典」シリーズ。2016年度は「トランペット編」が開催された。
トランペットのトップメーカー、地元のヤマハ株式会社から開発技術者を講師として招聘、トランペットに関わる
様々な講義（実演付き）の後、NHK交響楽団首席トランペット奏者、菊本和昭氏による軽妙なトークを交えた素晴ら
しい演奏が続き、金管楽器の花形、トランペットに関わる様々な知識とその魅力を伝えるセミナーとなった。
第1章「トランペットとは？」　　　 講師：松隈義彦（ヤマハ株式会社）　2016年11月24日
第2章「トランペットの現在と未来」講師：福田徳久（ヤマハ株式会社）　2016年12月  8日
（会場：静岡文化芸術大学講堂）
March 2017
25
発行人：池上重弘　編集人：冨田晋司
発　行：静岡文化芸術大学 文化・芸術研究センター
（事務局　静岡文化芸術大学  地域連携室）
8
